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1. 問題意識 

中国においては ，携帯電話をはじめとして ，インター 

ネット， PC(Pel.son]al Computer) などの IT( 情報技術 ) 

関連村が急速に 普及しつつあ る。 これらの製品の 中で 

も ，とりわけ現地メーカーが 大きな市場影響力を 持っ -C 

いると思われる PC に焦点を当てる。 PC は製品自体の 

便益とソフトウェアを 使 う ことによる lt 更益 ，さらにインター 

ネットに加入することによる 便益を併せ持つ。 

本稿では，経済発展と 体制移行との 相互促進の中 

で，供給側であ る中国 bocalPC メーカーが，習熟と 普及， 

価格と普及の 関係をどのように 捉えて，製品ラインに 活 

かしているのか ，を明らかにすることを 研究目的とす 

る 。 

こうした体制の 下では，企業も 従業員も価格の 高 

低にはあ まり関心を持たない ( 何 ， 1986L 。 したが 

って，価格体系の 改革は経済体制改革の 要となった 

のであ る。 

体制移行は，不足の 経済から過剰の 経済へと転換 

させた。 過剰経済は，価格体系の 改革に大きな 原因 

があ る。 加えて，地方割拠主義によって ，各地方が 

重複生産を行い ，それが全国的に 過剰生産をもたら 

すことにもなった ( 中森， 2002L 。 

つまり，供給側からみれば ，体制移行による 価格 

体系の改革は ，それまで，普及に 対してブレーキが 

かかっていた 環境から，一気にアクセルを 踏み込め 

る 環境に転じることを 意味する。 制度的には，制約 
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から解き放たれて ，漸進的に供給の 環境が整いっ っ 

あ る。 

3. 持続的成長と 普及の利用便益の 側面 

中国 PC 市場では，家庭や 個人向けの全体に 占め 

る比率は， 1996 年 約 14%, 1997 年 約 15%, 

                                                                                                                                                                                                                                                                      1998 年 約 23%0,  1999 年 約 29%0 と高まって い 

出所 ) 筆者が作成 る 。 1 実際， 1 人当り GDP の伸びに対して 指数 関 

図 1  分析の枠組み 数 的に PC の人口当り保有台数が 増加している ( 図 

2. 市場化と普及の 価格側面 2 を参照 ) 。 

中国も，伝統的な 社会主義計画経済期間中は ，下 そこで，家庭用・ 個人用の需要が 顕在化するプロ 

足の経済であ ったとされる。 その最大の原因として セス を考えてみる。 

は ，価格メカニズムが 機能せず，市場が 作用しなか 

った点が指摘されている。 

ここでは，価格体系は ，国家が直接，企業を 経営 

し収支は全体で 統一的に行な う 経済体制に適応し 

たものであ る。 利益はすべて 国家に納付され ，支出 

( 欠損を含む ) はすべて国家の 負担とする。 
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出所 ) pC 保有台数は TTU fIn 、 ematl0nal 及 lecommun,catlon 

Ul,10 め 資料， GDP は世界銀行資料をもとに 筆者 " 作成 

図 2  中国の PC 保有台数行 0 ㈹人当り j と CDP の関係 @ Ⅲ 88 

年 --2[)02 年 ソ 

普及においては 革新 肴と 模倣者が存在するが ，中 

国で は ，コンビュ - タ・ リテ ラシ一の水準等も 鑑みると， 

革新者は少数にとどまり ，模倣者が大多数を 占めると 

思われる。 例えば，革新者が ，利用便益を 評価して， 

あ ， る ロ一か い ブランドの PC を購入する。 模倣者は， 

Pc の利用方法や 品質トラブルへの 対処を考えて ， 自 

分の身近な革新者が 使っている PC と同じ PC を購入 

する ( ただし，製品の 設計品質，適合品質が ，概ね， 

革新者に受け 入れられ，ていることがその 前提とな 

る ) 。 革新考の強い 影響を受けた 模倣者が，購入後の 

利用を通じた 時間経過山中で 習熟する。 習熟によ， る 吉平 

価能力が身近にあ る潜在的な模倣者に 新たな影響を 

及ぼす，利用便益が 軸となって習熟が 他人の購買を 

誘 引し ，そして新たな 習熟がまた朋の 購買を誘引して 

い く伝播であ る。 

4. 中国の技術革新普及のプロセス 

4. 1  中国メーカ一の 製品戦略と普及促進 

中国 locaI メーカ一の PC 開発において 搭載され 

る MPU の動作速度，メモりの 記憶容量の変遷を 整 

理，してみた ( 図 3 を参照 ), 製品の機能という 点か 

らいえば，中国 local メ - カーは， MPU の技術革 

新をいち早く 新製品に取り 込んで，市場での 先行， 

顧客に対する 有用性 (usability) の向上を図って い 

る 。 機能の向上に 対しては，積極的な 開発姿勢がう 

かがえる。 
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( 注 ) 価格は， 2000 年を 1 ㎝とした消費者物価指数でデフレート。 

出所 ) 中国Ⅰ㏄ alPC メーカ一聯想のテスクトップ PC 小売価格 ( 」 ヒ 

京 ) をもとに筆者が 作成 
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図 4  中国 PC の最上位， 最 Ⅰ ' 位 モデルの価格推移 (1999 年 一 

2002 年四半期月 別 ) ，ド ニ一一一   
一片一一一 - 一一 - 一一一一一 -- 一 ---. 一・一 --- 一 - 一 

4. 2  仮説的見解 

①中国では，体制移行によって 価格体系の改革が 推 

し進められてきた。 PC の価格も例覚で は なく， 

時間経過の中で ，非価格差別から 次第に競争価格 

な 形成ずると同時に．普及が 急速に高まった。 即 

ち，競争価格が ， PC を本格的な普及黍道にのせ 

ることとなっだ。 

②中国 local メーカーは，製品ロライシの 中で，機能 

と 価格の関係を 見直すことによりて ，客観的に製 

品の価値を高める 戦略的意図を 持ったモデルを 

設定して。 る 。 競争価格下で 潜在消費者を 購買へ 

と誘引する強いコミットメントであ る。 

なお，職場での 利用者がやがて 自ら消費者へと 転じ 

る変化を習熟のダイナミズムと 呼ぶ。 しかし，革新者は 

最上位モデル ( フラッバシップ・モデル ), 模倣者は最 

下位モデル ( 普及 モヂル ) を購入するものと 規定しない。 

また，職場と 同一シリーズの 製品，同一ブランドの 製 

占 「を購入するとは 限らない。 それらは供給側の 戦略 

に委ねられる ， 
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(@: 価格は， 20@)0 年を !00 とした消費昔物価指数でデフレート。 

出所 ) 価格 は 中国情思産業部， 旧 電子工業部資料，保有台数は ITU 

(In ね ， nationalTelecom 、 mu 。 ， 。 atlon  U ㎡ on@  資料をもとに 筆者が 

作成 

図 6  中国の PC  価格と保有台数の 関 ィ系 (1991 年 一 2002 旬 

5. 2  PC 価 *& に 及ぼ 尹影番 度の相違 

PC の価格を被説明変数， PC を構成する MPU の 

動作速度， メモりの記憶容量， HDD の記憶容量， 

ディスプレイのサイズを 説明変数とした。 

最適な回帰モデル ( 鵡は次の通り 得られた。 

最上位モデル 

ノ 二 19757.0 石一 105.0t@2+  1076.9x3 一 2446.4 

最下位モデル 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

ノニ Ⅱ 0)36.3x,+  22215.5 円 +  40.8Jc,+8577.2 

ノ :PC 価格， あ : メモ・ り (GB), 巧 :HDD  (GB)   

， 3  : ディスプレイ ( インチ ).  も :MPU  (GH  z) 

価格に影響を 及ぼす要因であ る影響度は分析結 

果 のど値を用いる。 それぞれ・の 影響度は以下の 通り 

であ る ( 表 Ⅰを参照 ) 。 

表 1  価格に及ぼす 影響度 ( 回帰分析結果の サ値 ) 
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5. 事実の確認 MPU   一 6.52 

5. l  PC 価格の低下と 保有台数の増加の 関係 ( 注 ) 価格は，聯想，壮大方正それぞれの 最上位モデル ，最下位 モ 

デル の小売価格 ( 北京 ) (1999 年 一 2002 年の四半期月 ) であ り   

2000 年を 100 とした消費者物価指数でデフレート。 サンプル数は   
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最上位モデル 27, 最下位モデル 20( データが不完全なものは 除外 ) 。 

出所 ) 中国Ⅰ㏄ alPC メ 一ヵ一聯想，壮大方正のデスクトップ PC Ⅱ、 

売価格 ( 北京 ) をもとに筆者が 作成 

6.  デイスカノション 

価格と保有の 関係からみて・ 1995-1996 年頃 が 

市場化，へと 大きく傾くターニンバ・ポイントであ っ 

たと考えれ， ば ， local メーカ一にとって ，それまで 

の期間はマス・マーケ ，トに 参入する経験を 積む 期 

間でもあ ったのであ る。 既述の通り，価格体系の 改 

革が過剰の経済を 生んだともされるが ，この現象に 

ほ ， ・マス・マーケットにおける 経験の乏しさが 大い 

に関係していると 考えられる。 

ここで， PC の保有台数 ; 絶対数Ⅰの推移を 日本，中 

国間で比べれば ，中国は 1995 年近辺を境にして ，日 

本の増加の軌道に 近づき つ っあ る ( 図 7 を参照 ) 。 

  

が ，戦略的意図を 生み出しこうした 価格に結実し 

だと考えられる。 

7. むすび 

価格体系の改革が 進む中， 1995 年近辺の価格設定 

が ，保有における 最低限の規模 ( クリテ ，ィか トマス ) を 

超える ト リガ一の役割を 果たした可能性が 大きい。 市場 

化の浸透と local メ - カ一のマス・マーケ ノト におけ 

るいくらかの 経験の蓄積を 考慮すれば，中国の PC 

は よ うや ，本格的な普及黍道にのりつつあ る。 中国 

にとって ， 新たな普及の 局面であ る。 

ところで，業務用顧客に 強みを持つ local メーカ 

ー は ， ( 価値 j =  ( 機能 ) /  ( 価格Ⅰの関係におい 

てできるだ け 価格を低く抑える 方法，つまり ，機能 

面から客観的に 製品の価値を 高める方法によって ， 

習熟のダイナミズムを 促進し，さらに ，習熟によるブラ 

ンドに対する 慣性の作用を 取り込もうとしている。 

製品価値の向上は ，製品ライン 全体の中で位置づ 

けられた特定の 対応であ るが，製品の 設計品質， 適 
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食品質が，概ね ，利用者に受け 入れられていること 

がその前提となる。 Iocal メーカーは， ここ数年の 

間に， 7 日以内返品 可 ， 15 日以内交換 可 ， 1 年内 

での訪問修理。 48 時間以内に修理， 3 年間の製品 

品質を保証するなどアフタ - ・サ - ビスにも力を 入 

れでいる。 習熟は利用便益の 評価能力を高めるが． 

出所 )ITU(InterDationalTelecom 匝 unicationUnion) 資 local メーカ - は ， 概ね，そうした 評価を得ている 

料 をもとに筆者が 作成 とみられ。 る 。 つまり，既存利用者の 満足度と潜在 消 

図 7 中国の PC 保有台数 ダ ) 推移 賛者の誘引力の 両者に好循環を 生み出している。 こ 

最下位モ ヂル の価格の基本的な 考え方は，「 MPU  れが，中国の PC; の普及の構造であ る。 

の 動作速度が価格に 負の影響を及ぼすこと ， MPU  の 参考文献 

動作速度が速くなればその 分価格を下げて 割安な [1] 何建章 「中国の価格形成と 価格体系の改革問題 J 総合研究開 

設定にすること」であ る。 ( 価値 )=( 機能 )/( 価格 )  発機構 編甲 現代中国の経済システムコ 筑摩書房 1986. 

の式にあ てはめれ ば ，動作速度とレラ 機能面の重要な C21 北冥 収 「モジュラ一型アーキテクチャにみる 学習効果の d 

属性に対して ，割安な価格を 設定することによって・ 客 考察一中国Ⅰ㏄ alPC メ 一ヵ 一 が享受する部品技術のスビルオーバ 

観 的に製品の価値を 高めている。 ーを例として 一 」『国際ビジネ 、 ス 研究学会年報 2004 年』 2004. 

業務用では， local メーカーは販売上，地の 利と 「田中乗稲津 次 「経済発展と 体制移行」名古屋大学出版会 2002. 

いうべき強みを 発揮している。 この強みを家庭用・ [4]Bass,F.M.,"A New Product Growth Model for Consumer 

個人用での事業展開に 活かせないかという 目論見                                                                                       .1969   

一 476 一 


